
防災教育：【尻別川】倶知安町立東小学校4年生を対象に
「環境・防災学習」を実施しました

◆尻別川減災対策協議会では、大規模水害に備えた迅速かつ確実な避難行動のための取り組
みとして、「防災教育」を実施しました。
防災教育は、『尻別川調査隊２０１８～東小学校』と題して4年生25名を対象に実施しま

した。午前中は水質調査や魚類調査といった環境学習を行い、尻別川の良好な河川環境を学
習しました。午後からは、万が一、尻別川が洪水により氾濫した場合、「倶知安町内は、ど
れくらい浸水するのか」また、「一番近い安全な避難場所はどこなのか」といったことを、
洪水ハザードマップを使って学習しました。

環境学習と防災学習の概要
◆実施日時：平成30年9月4日(火) 9:40～14:10
◆場 所：倶知安町（尻別川河川敷）、倶知安町立東小学校
◆参加者：倶知安町立東小学校4年生25名・教職員3名、後志総合振興局小樽建設管理部

環境学習の様子

◆尻別川では、大規模水害に対し「迅速・確実な避難のための防災意識向上」、「社会経済被害の最小化」を目標とし、関係機関と連携して
、防災教育、防災講演会、防災訓練など「減災に関する取組」を地域住民を含め実施しています。
「尻別川の減災に関する取組方針」、取組事例については、小樽開発建設部ホームページに掲載しています。

（参考）小樽開建ＨＰ：http://www.hkd.mlit.go.jp/ot/koumu/vu2tjq0000000oym.html

参加した児童からは、「川はすごく楽しい、でも気をつけて入らなければいけない」「氾濫すると、どこの地域が浸かるのか
分かった」などの声が聞かれました。

防災学習の様子


